
６年 社会科学習指導案

６年 担任 笹原克彦

男子 １４名 女子 ８名

場所 ６年教室

１ 単元名 新しい日本 平和な日本へ

２ 単元の目標

○戦後と戦前の日本を比較して考え、変化の内容を進んで調べる。（関態）

○調べた事象を相互に関連づけながら、戦前と戦後の日本の変化の特徴を見つけ出す。（思考）

○戦後の日本の変化の特徴を分類し、自分たちの主張を整理したことをもとにまとめる。（技能）

○戦後の日本が、平和的・民主的な国家に生まれ変わったことを理解する。（知理）

３ 全体計画

第１次 戦後の改革とくらしの向上について調べる。（１時間）

第２次 戦後の国際関係について調べる。（１時間）

第３次 戦後の日本の変化の特徴を理解する。（１時間）（本時１／１）

４ 本時の学習（３／３時間）

（１）本時のねらい

戦後の日本が戦前と比べて変わったことを話し合うことによって、戦後の日本が民主的、平和的な国家として

新しく出発したことを理解する。

（２）展開

時間 学習の展開と児童の活動 IT機器の活用とねらい
１ 学習のめあてをもつ ○前時までの学習で活用した画像等をプロジェ

戦後の日本はどのような国に生まれ変わったでしょう クタで提示し、既習事項を振り返ることができ

るようにする。

２ これまで学習したことから、戦後の日本が戦前と比べて変 ○グループ分けの際の視点が持ちやすいよう

わったと思うことを、できるだけたくさん見つけて付箋に書 に、赤い付箋には国内のことを、青い付箋には

き出す。 世界とのつながりのことを書くように指示す

る。

05 ３ 書き出した付箋をグループで整理してまとめ、戦後の日本 ○それぞれの付箋をどのような視点で分けたか
がどのように変化したかを話し合う。 がわかるように、まとめシート（B3 画用紙）
「書き出した付箋を仲間分けして、どのような変化があった に付箋をグループ分けしてはり、分類した観点

かをまとめよう。」 のわかるタイトルを記入する。

（国内）憲法の考え方が変化した－国民中心、男女平等

経済が発展した－テレビ、冷蔵庫…生活の向上

（国際）世界と仲良くするようになった

－国連に加盟、戦争の放棄、オリンピック

「戦後の日本は、戦前に比べてどのように変化したといえる ○班の意見を明示できるように、意見シート

か、グループの意見を自分たちの言葉でまとめよう。」 （B4 画用紙）に戦後の日本の最も特徴のある
・ 天皇中心から国民を大切にする国になった。 変化だと考えることを記入する。

・ 世界の国々と仲良くしようと考えるようになった。

・ 戦争の悲劇をくり返さないようにしようとした。

25 ４ グループで話し合ったことを発表する。 ○意見シートの内容を中心に、１分程度で発表

させる。

35 ５ 掲示された意見シートを基に、戦後の日本の変化の特徴を ○掲示された意見シートを見て、どのような特
考えて発表する。 徴があると考えるかを各自でノートに書き、自

・ 日本は戦争を反省して、平和を愛する国に生まれ変わった。 分なりの視点からまとめられるようにする。

・ 国民が平等で豊かな社会になるよう、民主主義を大切にす ○ワークシートをプロジェクタで提示し、全員

るようになった。 で内容を確かめながら発言できるようにする。


